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情報の保護と活用に関する
研究
情報の活用と保護は、多くの場合相反する要

求となります。保護と活用が両立する技術や、

その応用システムの研究をしています。部分

開示可能な検索可能暗号方式の研究では、

暗号化されたデータの

中から特定の条件に

合致する項目だけを

復号し、必要とする人

に渡すことができます。

分 野

キーワード

http://nenya.cis.ibaraki.ac.jp/

情報セキュリティ、ネットワークシステム

情報工学、情報科学

検索可能暗号化ログの検索の様子


